
写真提供=小 林義秀

===========================名  船  発  掘 〈汽船〉

《主要目〉浅吃水型客船、阪鶴鉄道所有、銅製、総 トン数89ト ン、

長さ130m、 幅24m、 吃水036m、 主機単式汽機 2基、出力30馬

力、速力6ノ ット、旅害定員30名、1902年大阪鉄工所建造 (データ

は 『日本近世造船史](明 治時代)に よる)
第一由良川丸

阪鶴鉄道の由良川航路に使われた
ユニークな船型の小汽船

ト
ン
ネ

ル
式

の
船
尾
船
底

前
号
の
旭
川
連
絡
船

「旭
丸
」
の
推
進
装
置
の
と

こ
ろ
で
触
れ
た
ユ
ニ
ー
ク
な
船
尾
船
底
の
形
状
に
つ

い
て
、
も
う
少
し
く
わ
し
く
紹
介
し
よ
う
。

こ
う
し
た
船
尾
底
形
状
は
、
ト
イ
不
ル
式
と
呼
ば

れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
船
尾
の
船
底
部
分
を
ア
ー

チ
状
に
へ
こ
ま
せ
て
、
水
面
上
に
出
た
プ
ロ
ペ
ラ
の

上
半
分
を
覆
う
か
た
ち
に
し
た
も
の
で
、
前
号
で
は

「水
面
上
に
出
た
プ
ロ
ペ
ラ
に
、
一曇
返
し
に
し
た
鉢

を
か
ぶ
せ
た
よ
う
な
か
っ
こ
う
」
と
形
容
し
た
。

ト
ン
ネ
ル
式
と
い
っ
て
も
完
全
な
筒
状
で
は
な

く
、
ト
ン
ネ
ル
上
部
の
断
面
に
似
て
い
る
。
プ
ロ
ペ

ラ
が
回
転
す
る
と
、
ト
ン
ネ
ル
内
の
空
気
が
追
い
出

さ
れ
て
水
が
充
満
し
、
プ
ロ
ペ
ラ
が
効
率
よ
く
働
く

し
く
み
に
な
っ
て
い
る
わ
け
だ
。

こ
の
よ
う
な
船
尾
底
形
状
が
導
入
さ
れ
た
の
は
、

浅
吃
水
船
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
強
力
な
推
進

力
を
得
る
た
め
に
、
上
半
分
が
水
両
上
に
出
る
ほ
ど

大
直
径
の
プ
ロ
ペ
ラ
を
装
備
し
た
た
め
で
あ
る
。
し

た
が
っ
て
、
水
流
が
速
く
水
深
が
浅
い
河
川
で
稼
働

す
る
ば
あ
い
、
こ
の
方
式
は
有
効
で
あ
っ
た
。

商
船
で
は
珍
し
か
っ
た
が
、
Ｔ
艦
の
分
野
で
は
ト

ン
ネ
ル
式
の
艦
尾
冊
底
が
河
川
用
の
砲
艦
に
し
ば
し

ば
採
用
さ
れ
て
い
る
。
と
く
に
三
岐
の
急
流
を
遡
航

す
る
中
国
の
長
江
水
域
の
河
用
砲
艦
は
、
そ
の
テ
ィ

ピ
カ
ル
な
実
例
で
あ
る
。
英
国
造
冊
所
の
ヤ
ー
ロ
ー

骸



社
と
ソ
ー
ニ
ク
ロ
フ
ト
社
で
廷
進
さ
れ
た
火
ｌｉｔｉ
加
４‐ｉ

の
長
江
用
の
他
脈
や
、
同
じ
系
統
の
日
本
れ
■
の
河

用
砲
惟
が
そ
れ
で
、
こ
れ
ら
の
陥
尾
艦
底
は
ト
ン
ネ

ル
式
に
な

っ
て
い
た
。

六
隻
の
ト
ン
ネ
ル
式
浅
吃
水
船

央
回
の
辻
船
所
が
ト
ン
ネ
ル
式
を
開
発
し
た
時
期

に
、
日
本
で
も
大
阪
鉄
ｉ
所

（Ｈ
立
辻
怖
の
前
身
）

が
こ
れ
に
似
た
方
式
の
恥
尾
船
底
の
研
究
を
進
め
て

い
た
。
そ
し
て
、　
一
九
〇
二

（明
治
ｉ
十
五
）
年
か

ら
，
年
に
か
け
て
処
辻
し
た
六
生
の
―‐―
タ
イ
プ
の
減

吃
水
型
客
船
に
、
こ
れ
を
導
入
し
た
。

そ
の
第

一
船
が
、
阪
鶴
欽
道
の
由
良
川
航
路
に
使

わ
れ
た
今
回
の
テ
ー

マ
の

「第

一
山
良
州
九
」

（ド

作
に
は
第
壱
由
良
川
九
）
で
あ
る
。
同
タ
イ
プ
の
も

の
に
、
「第
二
由
良
川
九
」
、
「旭
九
〓
前
号
で
紹
介
）
、

「
第

一
快
電
丸
」

（京
都
電
鉄
の
た
川
航
路
就
航
）
、

「
第
一
快
電
九

（同
）
、
ど
ヽ
つ
き
九
」

⌒大
阪
拡
ｉ

所
の
試
験
船
）
が
あ

っ
た
．

前
号
で
触
れ
た
よ
う
に
こ
の
六
隻
は
、
推
進
装
置

も

ユ
ニ
ー
ク
な
も
の
だ

っ
た
，
ｉ
機
は
い
式
汽
機
ま

た
は
二
通
成
汽
機
が
二
未
　
シ
ャ
フ
ト
は
二
軸
で
、

各
軸
に
プ
ロ
ペ
ラ
が
二
個
ず

つ
付

い
て
い
た
。

大
阪
鉄
に
所
は
、
こ
う
し
て
開
発
し
た
ト
ン
ネ
ル

式
の
技
術
を
活
用
し
、
翌

一
九
〇
三
年
に
九
百

ｉ
ｌ

五
総
ト
ン
の

「湘
江
丸
」

（シ
ア
ン
キ
ア
ン
ま
る
）

ク
ラ
ス

一生
を
建
造
し
て
い
る
。
両
船
は
、
中
円
の

洞
庭
測
で
稼
働
し
た
ト
ン
ネ
ル
式
の
技
吃
水
理
作
船

で
、
千
ト
ン
近

い
研
で
あ
り
な
が
ら
、
満
載
吃
水
が

一
　

五
メ
ー
ト
ル
し
か
な
か

っ
た
。

阪
神

と

日
本
海

側

の
鉄

道
連
絡

「第

一
由
良
川
丸
」
の
オ
ー
ナ
ー
で
あ
る
阪
緯
鉄
道

は
、
大
阪
と
雄
侮
問
に
鉄
道
を
建
設
す
る
日
的
で
設

立
さ
れ
た
会
社
で
あ
り
、
阪
神
側
と
日
本
れ
側
の
鉄

道
連
絡
の
実
現
に
情
熱
を
燃
や
し
て
い
た
．

た
だ
し
大
阪
～
神
―――奇
間
は
す
で
に
官
常
鉄
道
が
あ

り
、
ま
た
柿
知
山
～
舛
鶴
問
は
京
都
鉄
道
が
姓
設
汁

可
を
受
け
て
い
た
た
め
、
計
画
を
神
崎
～
福
知
山
間

に
短
縮
し
、　
一
人
九
九

（明
治
三
十
二
）
年
七
月
ま

で
に
こ
れ
を
令
通
さ
せ
た
．

阪
鶴
鉄
道
は
そ
の
後
、
大
阪
ま
で
乗
り
入
れ
の
■

可
を
得
て
、
大
阪
～
福
知
山
間
の
直
通
列
車
を
走
ら

せ
た
。
だ
が
、
福
加

―――
以
北
は
京
都
鉄
道
の
こ
事
が

延
ま
な
か

っ
た
た
め
、
せ

っ
か
く
の
止
通
列
車
も
１１１ｉ

知

―――
で
述
断
さ
れ
、
念
願
で
あ
る
阪
神
側
と
日
本
海

側
の
鉄
道
連
絡
は
ま
ま
な
ら
な
か

っ
た
．
や
む
な
く

打
度
、
十‐モ
ｉ
知

‐‐‐
か
ら
舛
仰
　
■
沖
方
耐

へ
の
鉄
道
延

長
を
中
請
し
た
が
、
こ
れ
も
却
下
さ
れ
た
ｃ

そ
こ
で
阪
鶴
鉄
道
は
、
福
知

―――
を
通

っ
て
日
本
海

に
洗
ぐ
出
史
川
の
水
逃
に
円
を

つ
け
た
。
船
で
何
仰

山
と
日
本
海
側
を
結
ほ
う
と
し
た
の
だ
．

「山
良
川
九
」

コ
ン
ビ
が
登
場
し
た
。
船
は
前
述
の

よ
う
に
大
阪
飲
に
所
で
建
造
さ
れ
、
組
み
立
て
は
布

知

―――
で
行
な

っ
た
り
―――
良
川
航
路
が
開
設
さ
れ
た
の

は

一
九
〇

一

（明
治

一
十
四
）
年
卜
二
月

．
】
初
は

川
舟
だ
け
で
運
航
し
た
よ
う
だ
。

阪
鶴
鉄

道

の
白

良

川
航

路

阪
得
鉄
道
の
由
良
川
航
路
は
こ
う
だ

っ
た
．

価
知
山
か
ら
船
若
場
ま
で
は
人
力
車
、
福
加
山
か

ら
‐十‐ｒ
守

（
こ
う
も
り
）
ま
で
の
卜
ｉ
キ
ロ
は
川
■
、

河
年
か
ら
由
史
ま
で
の
二
十
四
キ
ロ
は
上
流
を

「第

山
良
川
九
」
、
下
流
を

「第

一
」
よ
り
す

こ
し
大

き

い

「第
一　
――‐
史
川
九
」
が
担
当
し
た
，

途
中
、
藤
津
に
奇
港
し
て
、
米
御
方
面

へ
人
力
■

で
祉
逃
し
、
宮
―■
方
面

へ
は
終
点
の
山
良
か
ら
や
は

り
人
力
い
で
連
絡
し
た
．
い
の
進
航
に
】
た

っ
た
の

は
、
子
会
社
の
出
良
汽
船
で
あ
る
．

こ
の
連
絡
抗
路
は
、
入
力
車
、
川
舟
、
「第

一
号
第

二
由
上
川
九
」
、
人
力
■
、
の
順
に
乗
り
継
ぐ
面
倒

な
も
の
だ

っ
た
が
、
人
力
い
と
ヽ
■
し
か
な
か

っ
た

そ
れ
ま
で
の
交
通
機
関
に
比
べ
れ
ば
、
料
金
は

一
定

で
あ
り
、
時
間
も
ほ
ど
ほ
ど
に
に
確
な
の
で
、
旅
客

の
＝
姉
は
か
な
り
級
和
さ
れ
た
．

と
も
あ
れ
、
明
治
人
の
交
通
に
か
け
た
執
合
に
は
、

す
さ
ま
じ
い
も
の
を
感
じ
る
．
阪
偽
飲
道
合
願
の
大

阪
～
舛
儀
問
の
鉄
道
辿
縮
が
実
現
し
、
十‐‐
Ｒ
川
航
路

が
廃
止
さ
れ
た
の
は
、
日
露
戦
争
た
け
な
わ
の

一
九

〇
四

（明
治
三
卜
七
）
年
十

一
月
で
あ

っ
た
〓

山
田
　
廼
生
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